
アップダウンの尾根を歩いて鍬柄山、鈴ヶ岳
　　　いつかきっと大化けすると言われたが、大ボケのままきてしまったメンバーが新坂平で下車

〈履歴〉
黒檜山登山口→駒ヶ岳→大ダルミ→駒ヶ岳→駒ヶ岳登山口
覚満淵入口→小地蔵岳→長七郎岳→地蔵岳→第一スキー場口
新坂平バス停→鈴ヶ岳登山口→鍬柄山→大ダオ→鈴ヶ岳(往復)

平成31年2月16日

平成29年
平成30年
平成31年



　行き過ぎで逆戻りしているとは誰もわからない 　　登山口に辿り着き、アイゼン装着

竹安隊長、体調崩して本日は草場の影から見守り隊長、ヨロピコの声が聞こえる

　　100mのアップダウン往復が命取りにもなりかねない

　　　この尾根右が鈴ヶ岳 １週間前降った新雪を踏みしめながら



狭い尾根、滑落すれば左は谷底、右は大沼、滑り落ちて湖にお浸かりさま

　　　　　滑り落ちる者枯れ枝でもつかむ

犠牲者が出ても致し方ありません

　　　　大沼を挟んで左黒檜山、駒ヶ岳、手前に地蔵岳、地蔵岳の奥には長七郎岳が隠れてます



　　　　　三つの石碑は愛宕山大神、鈴嶽山神社、赤城山大神それと石碑みたいな松村大明神

ほおばる大おにぎりこわばるおなか

　　　　　　鈴が岳頂上1564ｍ気温マイナス3度



　　　　　　　もはや一心会赤城レスキュー隊

ゴボツゴボツと深みにはまり、ツルりスッテンコロリの助

　　　　　　歴史、文学にも造詣深く句碑めぐり

　　　　県道に出てめざすは、大沼湖畔銀座通り『明月館』　ただいまの温度はマイナス３度℃



　　　明月館女将さん入院中、今ひとつ燃り上がらず、燃え上がらず、消沈

　　　群馬バス乗り合い共通バスカード5,000円カードで6,050円利用可

　　　　　前橋発18時15分快速アーバン２号車は宴会場と化し盛り上がり、燃え上がり、炎上


